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令和７年１２月 

佐世保市幼児教育センター 



 

１．「接続カリキュラム（佐世保版様式）」の見直しの経緯について  

 

〇佐世保市は、平成 24 年度に「保幼小連携接続カリキュラム」を作成し、保育所・幼稚園・認 

 定こども園（以下、乳幼児教育・保育施設）と小学校及び義務教育学校（以下、小学校等）の 

 滑らかな接続を考え、互いに理解し見通しをもった教育・保育が進められるようにしました。 

 

〇平成 30 年 4 月に施行された「小学校学習指導要領」「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」 

 「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」の改訂の意図を参考にしながら、「保幼小連携接 

 続カリキュラム」（平成 24 年度版）を見直し、各乳幼児教育・保育施設と各小学校等が独自の 

 接続カリキュラムを立てる際に活用できるよう、令和２年度、新たに「接続カリキュラムガイ 

ドライン」（以下、「ガイドライン」）を作成し、乳幼児教育・保育施設と小学校等が「ガイドラ 

イン」を基に、それぞれの実情に合わせた柔軟性のある接続カリキュラムを作成し、作成した 

接続カリキュラムについて保育者や教師が共通理解しながら、互恵性のある保幼小連携へと 

ステップアップしていくことができるように取り組んできました。 

 

〇令和７年度第１回保幼小連携推進会議（５月）、第２回保幼小連携推進会議（１１月）にて、国

が示している「幼保小の架け橋プログラム」の内容や考え方を参考に、現行の「接続カリキュ

ラム（佐世保版様式）」をより佐世保市の現状に応じた充実した様式に改訂する時期と判断し、

今回、見直す運びとなりました。 

 

 

２．「接続カリキュラム（佐世保版様式）改訂版」について 

 

〇改訂版では、５歳児から小学校１年生のおおむね２年間を接続期とし、子どもの育ちと学びを 

 つなぐために、保幼小の保育者や教師が協働し、相互理解を深めながら共通の視点をもって作 

 成する様式への見直しを行いました。 

 

〇互いの教育や取り組みを相互に理解し、共通の視点をもつ第一歩として、令和６年度より地域

や校区（地域）ごとにテーマ（接続期に育みたい子どもの姿・めざす子ども像）を決めていま

す。そのテーマを基に保幼小で話し合いながら、接続カリキュラム作成に取り組めるようにして

います。 

 

〇各校区または各地域においては、子どもの育ちと学びをつなぐために、担当者会や交流会等を 

 通して、保幼小のつながりや乳幼児教育・保育施設同士の横のつながりをもちながら連携を図 

 られています。 

１ 



 

＜改訂版の主な変更点＞ 

 （１）接続期間の変更 

・５歳児から小学校１年生までのおおむね２年間としました。 

 （２）作成方法の変更 

・子どもの育ちと学びをつなぐために、保・幼・小の先生方同士が協働し、対話をし
ながら作成していきます。 

・対話を通して互いに理解し合い、共通の視点をもって作成します。 

・作成後は、ふりかえりや見直しを行い、より効果的な連携へつなげていきます。 

 （３）新規の項目 

     ・共通の視点をもち、取り組むために令和６年度から各地域や各校区で決めたテーマ
（めざす子ども像）の記載欄を設けました。 

     ・『接続期のねらい』『主な活動』⇒『子どもの姿』『テーマにつながるねらい（保育
者・教師の願い）』へ変更しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜改訂版のポイント＞ 

 ・従来は、それぞれが作成した接続カリキュラムを持ち寄り、合わせていましたが、改訂版で
は、語り合う（対話する）ことに重きを置いております。 

 ・完成させることがゴールではありません。対話の時間を大事にしてください。 

 ・地域または校区で１枚作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「接続カリキュラム」は、子どもの育ちと学びをつなぐものです。 

「接続カリキュラム」を互いに理解し合うツールとして活用しましょう。 

幼児教育施設と小学校は、３要領・指針※ 及び小学校学習指導要領に基づき、

幼児教育と小学校教育を円滑に接続することが必要です。 

文部科学省 学びや生活の基盤をつくる幼児教育と小学校教育の接続について ～幼

保小の協働による架け橋期の教育の充実～（概要版）より 

※幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領 

２ 



３．「接続カリキュラム（佐世保版様式）改訂版」の進め方  

    

 

 

 

      Ｐlan（計画)   接続カリキュラムの作成前に 

      Ｄo（行動）     接続カリキュラムの作成・実施 

      Ｃheck（評価）  接続カリキュラムのふりかえり  

      Ａction（改善）  接続カリキュラムにより効果的な連携へ 

 

   

 

 

 

『PDCA サイクル』に沿って進めてみましょう。 
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（はじめに） 地域または校区で集まりましょう。 

    ・既存の会（保幼小連携担当者会、交流会の打ち合わせ等）を活用しましょう。 

新たに話し合う機会を設けるのもよいでしょう。 

   ・集まる場所について 

地域や校区内の小学校等や乳幼児教育・保育施設等での開催が難しい場合は、幼児教

育センターをご利用ください。 

            

（１） 互いの取り組みを伝え合い、共有しましょう。 

    ・話しやすい雰囲気を心がけましょう。 

    ・対話だけではなく、お互いに参観し合う機会を設けましょう。 

 

（２） 地域または校区のテーマ（めざす子ども像）を決めましょう。 

    ・子ども達の現状から「よさ」や「課題」等を出し合い、地域や校区で育みたい子ども

の姿を考えましょう。 

    ・テーマ（めざす子ども像）には、地域や校区の特色を盛り込むとよいでしょう。 

    ・サブテーマやテーマのポイント等を追加してもよいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 互いに参観し合う等、５歳児から１年生のおおむね２年間の  

  子ども達の姿を共有しながら進める。 

〇 子ども達の現状から「よさ」や「課題」等を出し合い、   

  接続期に育みたい子どもの姿を伝え合い、考え合って、 

テーマ（めざす子ども像）を決める。 

〇 「めざす子ども像」実現のために、保育者や教師の関わり  

  や配慮事項について共に考え、共有する。 

Plan 

（計画） 

４ 



         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

（３） 記入してみましょう。 

＜『子どもの姿』や『テーマにつながるねらい（保育者・教師の願い）』の記入＞ 

    ・テーマ（めざす子ども像）からキーワードを置くのも一つの方法です。 

    ・キーワードは、なくても一つでも自由です。 

    ・記入欄は、破線にしておりますので、枠内は自由に活用できます。 

    ・テーマに沿って、その時期の子どもの姿を「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

（10 の姿）」等を手掛かりとしながら話し合ってみましょう。 

   ＜『保育者・教師の関わり 配慮事項』の記入＞ 

・テーマ（めざす子ども像）に向かうために、幼児期から必要な保育者・教師の関わ

り、配慮事項について記入しましょう。 

・小学校 1 年生をゼロからのスタートととらえるのではなく、幼児期の経験と育ちを活

かした保育者・教師の関わり、配慮事項について考えてみましょう。                                                                          

・保育者・教師の関わり、配慮事項等について話し、お互いに共通して大切にしたいこ

と等も出し合いながら記入しましょう 

   ＜『子どもの交流』『職員間の交流』の記入＞ 

    ・年間交流計画を活用して、子どもの交流・職員間の交流や連携について主なものを話 

し合い、記入しましょう。 

    ・ 「接続カリキュラム」について、保幼小の先生方がともにふりかえる機会についても話 

し合ってみましょう。 

   ＜『家庭や地域との連携』の記入＞ 

    ・地域で継続している行事等への子どもの参加や連携（交流）活動、就学に関すること 

等について家庭へ発信する等して、入学への不安を解消し、親子の安心につなげま 

しょう。 

・幼児との関わりを通して見えてきた小学生の姿等について家庭や地域へ発信する等、 

理解と協力を得られるように取り組んでいきましょう。 

〇 各地域、各校区のテーマ決定から、テーマ（めざす子ども像） 

に向かうための内容を接続カリキュラム様式に記載する。 

〇 作成した接続カリキュラムに従い、めざす子ども像に向かって 

連携活動や保育・教育を進めていく。 

Do 

（行動） 

 

５ 



 

 （４） 実践していきましょう。 

     ・作成した接続カリキュラムを基に、めざす子ども像に向かって交流や連携、保育・

教育を進めていきましょう。 

     ・乳幼児教育・保育施設等では、「遊びを通した学び」を大切にしています。 

      また、『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10 の姿）』を念頭に置きながら、小

学校以降の生活や学習の基盤となる資質・能力を育んでいます。  

     ・小学校等では、『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10 の姿）』を踏まえた指導

を工夫することにより、幼児期に育まれた資質・能力をさらに伸ばしていきましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （５） ふりかえりましょう。 

    ・既存の会や交流会の打ち合わせ・ふりかえりの機会等を活用して、共にふりかえって 

みましょう。 

    ・新たにふりかえりの時間を設けるのもよいでしょう。 

      

 （６） 改善点や改善策を話し合いましょう。 

    ・交流や連携の成果や課題を出し合い、共有しましょう。 

    ・よりよい連携としていくために共有後、改善策等今後の取り組みについても考えてみ 

ましょう。 

 

 

 

 

〇 定期的に連携担当者等が集う機会を設ける等して、連携 

活動の成果や課題を出し合い、共有し、その後の連携活 

動や保育・教育方法の改善へつなげていく。 

〇 接続カリキュラムの改善点や改善策を出し合い、共有 

  しながら進めていく。 

Check

（評価） 

 

６

６ 



 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  （７） 保幼小連携の発展に向けて 

     ・保幼小連携の発展をめざし、互恵性のある連携活動に加え、より効果的な接続カリ 

キュラムを検討し、実践につなげましょう。 

     ・ 「めざす子ども像」に向かって、子ども達に必要な活動や経験及び保育者や教師 

の関わり・配慮事項について再度検討・改善し、より効果的な連携を図っていき 

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５歳児と１年生のおおむね２年間で育ってほしい具体的な

姿について、詳しく、丁寧に話し合うことが大切です 

〇 保幼小連携の発展をめざし、互恵性のある連携活動に 

  加え、より効果的な接続カリキュラムを検討し、実践 

  につなげる。 

〇 「めざす子ども像」に向かって、子ども達に必要な活動 

や経験及び保育者や教師の関わりや配慮事項について再 

度検討・改善し、より効果的な連携を図る。 

Action

（改善） 

 

７ 



４．「接続カリキュラム（佐世保版様式）改訂版」の作成について 

 

  各校区・各地域で１枚作成します。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

〇施設名 

      ・〔 〕内に自分の施設名を記入します。 

 

      

接続カリキュラム（佐世保版様式）改訂版 

A B 

H 

G 

F 

E1 
E E2 

C 

D 

F1 

I 

F2 

作 成 

A 

８ 



 

      

 

 

〇校区・地域名及び施設名 

      ・【 】内に話し合った校区名または地域名を記入します。 

        ＜例＞ 【○○小学校区】 

            【☆☆地区】 

      ・校区・地域名の後に、話し合った施設名すべてを記入します。 

       枠内に納まらない場合は、枠を広げて記入します。 

 

 

 

 

      

      

 

 

〇各地域や各校区のテーマ（めざす子ども像） 

      ・子ども達の現状から「よさ」や「課題」等を出し合い、地域や校区で育みたい子

どもの姿を考え、テーマ（めざす子ども像）を決めます。 

・決めたテーマ（めざす子ども像）を記入します。 

・サブテーマやテーマのポイント等を追加してもよいでしょう。 

      ・サブテーマも決めた場合は、サブテーマも記入します。 

 

 

 

      

       

      

 

〇期・月 

      ・５歳児の４月～３月の１年間、小学校１年生の４月～３月の１年間、計２年間を

表示しています。 

      ・５歳児の３月と小学校１年生の４月及び小学校１年生の３月の波線は、途切れる

ことなく、つながっていくという意味です。 

 

 

 

B 

C 

D 

９ 



      

 

 

 

 

〇子どもの姿 

      ・テーマを基に子どもの姿を記入します。 

      ・E1 の欄には、テーマ（めざす子ども像）からのキーワードを記入します。 

このキーワードについては、キーワードを置く、置かないは自由です。 

      ・キーワードを置かない場合は、空欄になります。 

      ・E2 の欄には、その時期の子どもの姿を話し合って記入します。 

      ・記入欄を破線にて３分割しておりますが、３つに分けなければならないというわ

けではありません。テーマ（めざす子ども像）によっては、分割しない方が作成

しやすい場合もありますので、保幼小の先生方で話し合いましょう。 

      ・記入は、文章だけというきまりはありません。文章以外の表現を加える等、工夫

をしてみるのもよいでしょう。 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

〇テーマにつながるねらい（保育者・教師の願い） 

      ・各地域や各校区のテーマに沿ったねらい、テーマに向かうためのねらい（保育者

や教師の願い）を記入します（どのような姿をめざしていくのか、具体的に話し

合ってみましょう）。 

      ・F1 の欄には、テーマ（めざす子ども像）からのキーワードを記入します。 

このキーワードについては、キーワードを置く、置かないは自由です。 

      ・キーワードを置かない場合は、空欄になります。 

      ・F2 の欄には、その時期のねらいや願いを話し合って記入します。 

・記入欄を破線にて３分割しておりますが、３つに分けなければならないというわ

けではありません。テーマ（めざす子ども像）によっては、分割しない方が作成

しやすい場合もありますので、保幼小の先生方で話し合いましょう。 

・記入は、文章だけというきまりはありません。文章以外の表現を加える等、工夫

をしてみるのもよいでしょう。 

E 

F 

E1 E2 

F1 F2 
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〇保育者・教師の関わり 配慮事項 

      ・テーマ（めざす子ども像）に向かうために、幼児期から必要な保育者の関わり、

配慮事項について記入します。 

      ・小学校 1 年生をゼロからのスタートととらえるのではなく、幼児期の経験と育ち

を活かした保育者・教師の関わり、配慮事項について考えてみましょう。                                                                          

・保育者・教師の関わり、配慮事項等について話し、お互いに共通して大切にした

いこと等も出し合いながら記入しましょう。 

 

 

 

 

      

 

 

〇子どもの交流 職員間の交流 

      ・子どもの交流・職員間の交流（年間交流計画を活用して）や連携について主なも

のを話し合い、記入します。 

      ・ 「接続カリキュラム」について、保幼小の先生方がともに振り返る機会についても

話し合い、記入します。 

        ＜例＞ 第１回保幼小連携担当者会、〇〇交流会打ち合わせ、〇〇交流会 

      ・子どもの交流と職員間の交流を上下に分けて記入するのもよいでしょう。 

 

 

      

      

 

 

〇家庭や地域との連携 

      ・地域で継続している行事等への子どもの参加や連携（交流）活動、就学に関する

こと等について家庭や地域へ発信する等の取り組みを記入します。 

        ＜例＞ 園だより配付（小学校、民生委員）、保幼小連携の取組み（家庭版）配

付、〇〇地区コミュニティーセンターまつり、□□地区まつり 

 

G 

H 

I 
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令和７年度 保幼小連携推進会議 名簿 

保幼小連携推進委員 事 務 局 

団  体 所      属 氏   名 子ども 

未来部 
部長      八木 正直 

保育幼稚園課長 岸川 孝司 

小学校長会 

佐世保市立港小学校長 

佐世保市立白南風小学校長 

佐世保市立天神小学校長 

 伊藤 裕子 

春田 優洋 

田川 剛  

学校教育部 

学校教育課 
主幹      黒田 優一 

主幹     伊東 恵理子 

保育会 
みなとこども園長 

日野保育園長 

渡邊 さくら 

松本 治起 

幼児教育 

センター 
所長      古川 公子    

課長補佐    山口 恵子 

係長      馬場 元和    

主査       中村 博寿 

主査      朝長 志穂    

会計年度任用職員 川口 みず江 

私立幼稚園 

協会 

早岐幼稚園 

桜の聖母幼稚園 

浦川 匠子 

菅原 薫 

公立保育所 佐世保市立早岐保育所長 川上 和枝 

公立幼稚園 佐世保市立白南風幼稚園長 松尾 美紀 

 

西南学院大学大学院 門田研究室 

西南学院大学大学院 

教授          門田 理世 

門田研究室      諫山 裕美子（久留米大学） 

       沖本 悠生（九州産業大学） 

 

＜参考文献、参考資料＞ 

・保育所保育指針 【厚生労働省 平成 29 年 3 月】 

・幼保連携型認定こども園教育・保育要領【内閣府・文部科学省・厚生労働省 平成 29 年 3 月】 

・幼稚園教育要領 【文部科学省 平成 29 年 3 月】 

・小学校学習指導要領 【文部科学省 平成 29 年 3 月】 

・幼児教育と小学校教育の円滑な接続のための参考資料  

  幼児教育と小学校教育がつながるってどういうこと？【文部科学省 令和 6 年 10 月】 

・幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版） 【文部科学省】 

・学びや生活の基盤をつくる幼児教育と小学校教育の接続について 

～幼保小の協働による架け橋期の教育の充実～  【中央教育審議会 初等中等教育分科会  

幼児教育と小学校教育の架け橋特別委員会 令和 5 年 2 月 27 日】 

・幼児教育施設及び小学校における架け橋期の教育の充実について 

【文部科学省初等中等教育局幼児教育課 文部科学省初等中等教育局教育課程課  

令和 6 年 10 月 30 日】  

・キラッとさせぼっ子 保幼小連携「接続カリキュラムガイドライン」 

  ～保育所・幼稚園・認定こども園から小学校へ～ 【佐世保市幼児教育センター 令和 3 年 3 月】 

・佐世保市における「保幼小連携に関する取組み（施設版）」リーフレット 

【佐世保市幼児教育センター 令和 7 年 3 月改訂】 

・佐世保市における「保幼小連携に関する取組み（家庭版）」リーフレット 

【佐世保市幼児教育センター 令和 7 年 10 月改訂】 


